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安藤正紀著書にみる「ひみつきちj の空間像
粟原知子事 桜井康宏事事
A Study 00 the Spatial-Image of “the Secret sase" 
through the Writing of Masaki Aodo 
Tornoko AWAHARA申andYasuhiro SAKURAI*申
(Received August 15，2002) 
The purpose of this study is to understand what the actual situation of “the secret base playing". 
We also investigate how children grasp places and environment through the play. We divided an 
aspect of secret base into three types based on the writing of Masaki Ando. It is concluded th剖“the
secret base playing" is a symbol of another-world such an un-dairy. 
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本研究の目的は人間にとって本来「在るべき場所j
とは何かを明らかにするとともに，それを判断する
決定基準の構築を目指すことにある.その第一段階
として「子どもの遊びJと「環境・世界把握Jの構
造的関係，及び「在るべき場所」の契機となり得る
「生きた環境生きられた場所」とは如何なるも
のかを明らかにすることに焦点をあてている.本稿
では，前稿まで1)に「遊び、の源Jとして明らかにし
た「発見Jと「志向性Jの関係を探ることを念頭に
置きひみつきち遊びj の実態の把握及び様態の
分類を行う.
ここで前稿までの研究経過を簡単に述べる.調査
対象地は石川県河北郡に位置する津幡町2)である.
まず小学校4校 372名の児童を対象に「アンケート
調査Jによる「遊び」の現状把握を行った.その結
果を基に「子どもの遊び」を遊びに内在する 4種の
志向パターンから「遊びの型J3)に分類した.さら
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に，具体的な遊びの状況を知るために津幡町内の学
童保育において「アンケート調査J及び「聞き取り
調査Jを行い，遊びの「志向性Jと「場所Jの間に
ある構造的な関係を明らかにした.その結果から「生
きた環境を創る遊び」として「ひみつきち遊びJに
注目し，学童保育での「遊び体験をもとにした観察
調査」を通して「遊びj における「発見Jの重要性
を指摘してきた.本稿ではこれまでに重要性を指摘
してきた「ひみつきち遊び」に着目し「生きた環境J
「場所Jという視点から，遊びにおける発見の意味，
子どもが遊びを通して「環境・世界把握Jを行うプ
ロセスやその特徴を考察していく.
1. これまでの研究成果に基づく仮説的見解
1. 1 ひみつきち遊びの内容
小学 2年生から 6年生の小学生及び学童保育生を
対象に行った聞き取り調査から，延べ69名のひみつ
きち遊びについての報告を抽出し「ひみつきち遊び
の内容分類表」としてまとめたものを表-1に示す.
分類は本研究において見出された「遊びの型Jを参
照している.
本研究ではこれまでに，一般的に行われている遊
びを 20種にしぼり，調査・分析を行ってきた.ひみ
つきち遊びでは，普段行われる 20種の遊びの他に自
分たちで創り出した遊びも多く含まれている.調査
で得られたひみつきち遊び内容のうち， 20種の遊び
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に該当するものについては「目的志向型の遊び」で
ある「つりJ，対象志向型の遊びJである「読書J
「虫遊びJ 草花遊びJ，目的志向型かつ対象志
向型の遊び」である「ご、っこ遊びJ，非志向型の
遊び」である「ひみつきち作りJ Iおしゃべり」と，
すべての遊びの型が網羅されていることがわかる.
また爆弾作り」のような 20種の遊びには該当し
ない，子どもの創り出した遊びについては分類表の
下部に「創造遊び」として「遊びの型Jに即して区
分を行っている.これらの遊びの特徴をみると「武
器作り」や「山登りJ I近道探し」など「ひみつき
ちJとしている場所の特徴を活かし，子どもたち自
らが創り出した遊び，つまり場所を主題化した遊び
が多く見受けられる創造遊び」と「場所」の関
係について述べておくと，まず，目的志向型の遊び
の場合は「眺めの良い場所」というような目的に即
した場所によって「眺めを楽しむJというひみつき
ち遊びが生まれる.対象志向型の遊びの場合は「爆
弾作り武器作り」を例に挙げれば，木の実や木
の棒を爆弾や武器などに「見立てる」わけであるが，
ひみつきちとする場所の特性をもとに対象物の位置
づけを行うことで始まる.目的かつ対象志向型の遊
びでは，場所自体を「集会Jの場所「修行」の場所
と「見立てる」ことで，場所の雰囲気を楽しんでい
ると言える.非志向型の遊びは「いろいろJ Iただ
遊ぶ」というように「遊びの型」すべての要素を含
んでおり，または何も生産性のない「あそび」とも
考えられる.このように「ひみつきち遊び」は「子
ども」と「場所」の対話から遊びが生み出される存
在であると言える.特に「創造遊びJにおいては，
個々の遊びの型同土の結びつきが強く，また発
見」によって「目的志向型」の遊びから「対象志向
型」の遊びに変化する等，それぞれの遊びの移り変
わりが比較的大きいと言える.
表-1 ひみつきち遊びの内容分類表
目的 対象 目的かつ対象 i 非志向
つり 読書 ごっこ遊び ひみつきち作り
虫草花遊び かくれんぼ おしゃべり
創造遊び
目的 対象 目的かつ対象 非志向
野E事 爆弾作り|武器作り 附る|集会 いろいろ
探す 木のぼり|山のぼり 修行 物をかくす ただ遊ぶ
眺める 穴掘り |ガラクタ集め 近道探し
シー ザー (動物)
1. 2 ひみつきち遊びにおける発見の働き
先に「ひみつきち遊び」において，多様な遊びが
「融合」し，さらに「移り変わり」があることを指
摘してきたが，本節では，実際に行われているひみ
つきち遊びの事例を挙げ，その移行をおって遊びの
移り変わりについて論述していく.本研究では，実
際に子どもと遊ぶ「遊び体験をもとにした観察調査」
を行っているが遊びの現場」において子どもが
「発見」から「ひみつきち」を決定する瞬間を確認
している.平成 12年 12月下旬，学童保育に通う子
どもと津幡町の太白台小学校裏で「ひみつきち遊びj
を実際に体験した際の事例を写真-1に挙げる.ま
た，その成立過程については「ひみつきち遊びの流
れ表Jとして表-2に示し，子どもと共に行ったひ
みつきち遊びの内容を検討してみる.
表-2から一つのひみつきちにおいて，様々な遊
びが行われていることがわかる.ひみつきちを決定
することも重要な遊びの一つであるが，基地に決定
された理由をみてみると眺めを楽しむ」という
目的志向型の遊びから始まっている.写真からも，
その子ども自身が住む家並みを眺望できる「眺め」
の良さを確認できる.さらに基地の材料を発見
する」ことから「眺めるための」ひみつきち創りが
始まり，その中で「木の棒を発見する」ことで，戦
いごっこが始まる.このように，子ども達は，ひみ
つきちにおいて様々な遊びを通して，その都度，場
所，自然，状況，ひらめきなどの「発見」から新し
い遊びを創造し，遊びを流動させていくのである.
言い換えるならば，子どもは「発見」という行為に
よって遊び場所の特性を見出し「場所の意味」を遊
びによって生かし続けているのである.
また，その子ども自身に感動を与えた「眺め」と
いう「発見」は，ひみつきちを創る際にその「ひみ
つきち」の「象徴」となっておりひみつきち」
の様態を決定する「特徴そのもの」として反映され
ているひみつきち」の様態に注目すれば，この
事例の「ひみつきち遊び」は「眺めるための基地作
り」へと発展していくことからも「ひみつきちにし
よう」と子どもの心を決定づけた最初の「発見」の
特徴が「ひみつきち」の「性格」を決定すると考え
られる.以上，簡単ではあったが「ひみつきち決定」
表-2ひみつきち遊びの流れ表
場所の発見 ひみつきちに項目 (ひみつきちの 発見① 発見② 遊び2 発見③ 遊び3 発見④ 遊び4 発見⑤ 遊び5
始まり) 決定(遊ぴ1)
遊びの流れ 眺めの良い 眺め ひみつきちに 大木の枝 ひみつきち 木のツル ター ザンの 木の惨など 戦いごっこ 自然 ただ遊ぶ場所 決定 作り 真似
事例
f遊びの型』 目的志向型 目的志向型ひみつきちのまたは 目的志向型 基地 非志向型 材料 非志向型 綱 かつ 武器 かつ 想像物 非志向型発見物の意味 対象志向型 対象志向型
写真一 1ひみつきち遊び
要因となる「発見」の特徴そのものが，その「ひみ
つきち」の特徴として現れることを確認した.さら
に，これまでの調査や種々の遊び体験から「ひみつ
きち」の種類には r'"-'するための」という「目的」
を象徴とする「ひみつきちJ，何か特別な「対象物J
が象徴的な「ひみつきち」 場所から直に感じ取ら
れた「雰囲気」を象徴とする 「ひみつきち」という
ように「象徴」が場所の「意味」を形成するような
3種の「ひみつきちの様態」があるのではないかと
推量している.そこで「ひみつきち」に現れている
「ひみつきちの様態」をみることで，その特徴の源
となる「発見」の特性が浮き彫りとなるのではない
かと考え，以下「ひみつきちの様態」の分類を「ひ
みつきち」報告事例をもとに行いたい.
2. 安藤正紀著書にみる空間像の類型化
2. 1 ひみつきち遊びの特徴
前節で述べたように，論者が偶然に「ひみつきち
遊び」を体験できることは少なく 「ひみつきち」
における子どもの詳細な様子は観察し難い.そこで
小学校教諭で、もある安藤正紀の著作『子どもたちの
秘密基地~ 4)より 具体的な「ひみつきち遊び」内
容の特徴を抽出し，前節で仮定した3種の性質にも
とづ、いて分類を行っていきたい.安藤は生活科の授
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業を通して，彼が受け持つクラスの子どもたちと
数々の「秘密基地」を訪れ，探検することを行って
いる.そのためひみつきち」を巡る際の状況や
子どもの作文など，小学校教諭としての利点を活か
した分析を読み取ることができる点で有効であろう.
まず本文中から 「ひみつきちJ10事例の場所とそ
の「内容J r様子」或いは「特徴」に相当するテキ
ストを「本人の発言」部分は rAJ， r友達の発言」
部分は rBJ ，安藤の手記による部分は rC J ，と
分類して抜き出し，整理したものが以下の表-3で
ある. (尚，引用テキストの架線部分は論者が分類
を行う際に分類基準となった記述を示す.また括弧
内はページ数を示す. )さらに 上述した r'"-'する
ために」という「目的」を象徴とするもの r特別
な対象物，象徴的なもの」という「対象」を象徴とす
るもの場所から受ける気分Jである「雰囲気Jを
象徴とするものの3種のカテゴリーに従ってテキス
トを整理，分類している.
ひみつきちの場所
事例 1 学校のすぐ隣にある神社の床の下.(p.23) 
事例2 堤防の花畑 (p.56)
事例3 豊川の川原 (p.59)
事例4 豊川放水路 (p.63)
事例 5 長瀬康章鳴神社 (p.71)
事例6 大村公園 (p.76)
事例7 ウサギのえさ場 (p.83)
事例8 県道のむこうの空き家 (p.96)
事例9 家の近所 (p.103)
事例 10 家の庭 (p.111)
表-3のように3種の「ひみつきちの様態」に系
統分けすることを提案し，実際に遊びについてのテ
キストを分類してみると， (1) r目的」の中でも，
「目的J事項に傾向の偏りがあることに気づく .同
様に(2 ) r対象J， (3) r雰囲気」にも何らか
の傾向が読み取れることがわかる.
3.ひみつきちの様態の分類
3. 1 ひみつきちにみる子どもの世界観
次に，本文からの抜粋項目の内容に着目し目
的Jr対象J r雰囲気」に内在する特定の傾向から，
さらに具体的な分類を行っていく .この分類によっ
てひみつきちの様態」における「目的J r対象J
「雰囲気」の在り様を探りたい.
まず 「目的」については 表-3のように4種の傾
向が確認できる目的」に分類された項目をみる
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表-3 事例文による「ひみつきちの様態」分類表
目的 対象 雰囲気
引用テキスト (A:本人の発言 B 友達の発言 C 安藤の手記) 的目 象対 気雰囲 格密す
隠
禁止やを す
ン ま:~ 物宝 無
が得体薄気味悪し ン し 駄
※ABCの後に続く数字は事例番号を示す
事をす
る ポ さ
(例:A5・2ならば，長瀬素蓋鳴神社に関する 2つ目のテキスト) )v れ知 い
※下線部分はひみつきち決定要因，もしくは基地の様態の特徴 る
A、，e 
る る な・
い
Al 夏はすごく涼しいんだよ. (p.23) O O 
白くて小さな花をつけたヒメジョンがいっぱい咲いている場所があるんだ
A2 よ.そこに入って行くと，まるで花畑の中で気持ちよく飛んでいるアゲハチ O O O 
ョウのようになるんだよ. (p.56) 
A3 シジミがたくさん採れる. (p.60) O O 
A4'1 水きりをするのにとてもいい場所がある. (p.64) O O 
水きりをする石を見つけようと捜していたらカニがいっぱいいたんだ.A4・2 O O (p.64) 
A4・3 もうちょっと，自分だけの秘密にしておきたい. (p.64) O O 
A5'1 うす暗くてなんだかおばけが出そうな感じがした. (p.71) C O 
A5・2 そこは，うすぐらくて，かぜの音かもしれないけど，ヒューヒューと，音が O O するのです. (p.71) 
A5・3 境内によくクワガタがいて，つかまえるんだ. (p.72) O O 
A6 実は，ぼく，ミ=4駆をー台，前からこの木の中に隠していたんだよ.(p.78) O O O O 
A7・l 一年中いろいろな草がはえていて，ウサギのえさがすぐに集まる場所を知っ O O ているんだよ. (p.84) 
A7・2 なんだかジャングルの中を歩いているみたいだけど道はあるんだ. (p.90) O C 
A7・3 ひ・み・つ. (p.90) O O 
A8・1 あまり人が集まらず，いつも遊び仲間のUさんとMさんのニ人だけで遊具を O O 独占しており，二人だけの空き家を秘密基地にしている. (p.96) 
A8・2 風が強い日はガタガタと揺れるよ..(p.97) O O 
A9'1 みんなにないしょのひみつのばしょ. (p.103) O O 
A9・2 ほそばの木とかれはがあって，ねこがよくいるところです.それに，かめの O O とれる川です. (p.l03) 
AI0 自分の庭の鉄棒の下におとし穴を作って，そこに秘密のものをおいたけど， O O だれにも見られなかったんだよ. (p.112) 
B6 まほう使いみたい. (p.77) O G 
B7・l 用水に入っちゃだめなんだよ. (p.87) O O 
B7・2 どんなところまでいくのかなと，わくわくしながら，あるいてました.(p.90) O 『れ
B8 お母さんが，絶対にあの道路のむこうに行ってはいけないと百っていまし O O た. (p.97) 
Cl くもの巣を払いながら進むと広くなっており，秘密の場所にふさわしい所で O O した. (p.23) 
C5・l 午後二時すぎだというのにうす暗くて，手入れしていない雑木林でした. O O (p.72) 
C5・2 こわごわと「ここだよ」と指すと. (p.73) O O 
C6・l 大村公園にあるどんぐりの木に自分だけの秘密の隠し場所があることを教 O O えてくれました (p.76)
C6・2 秘密基地であった高いどんぐりの木は，子どもたちに与えた印象が強い. O O (p.81) 
C7・l その場所に行くまでの道企立も，私の想像を絶するようなルートでした. O O (p.85) 
C7・2 水門のトンネルをくぐりました. (p.88) O O 
C7・3 用水横のあぜ道は枯草で覆われている. (p.89) O O 
「冬で，まわりの田んぼは何にもないし，草だ、って枯れているのに， 1君の
C7・4 秘密基地には枯れていない草がいっぱいはえているし，花だ、って咲いている O O O C 
よ. Jと驚いていました. (p.93) 
C8・1 家の物置だ、ったのが，使わなくなり，いつの聞にかニ人の秘密基地になって O O しまった. (p.96) 
C8・2 マンガやおもちゃなどが整然と並べてありました (p.96) O O 
C8・3 県道豊橋・豊川線のむこう側は，未知の世界になってしまっているのです O C (p.97) 
と f""，-，するためJという「目的Jが明確な遊びの
中に秘密」にすることが主題となる「ひみつき
ちJ， f隠し事Jが主題化された「ひみつきちJ， 
「禁止J事項をやぶることが主題化された「ひみつ
きちJ， r ""'-'するJという「目的Jのための「ひみ
つきち」の4種の特徴が目立っていることがわかる.
「対象」に関しても「対象物Jがその「ひみつきちJ
の「シンボル」的な存在として強く現れる様態，ま
た「珍しいJ事柄が特別な意味を持ち「ひみつきち」
の様態を創りあげているもの r宝物jがあるとい
う事実が「ひみつきち」の様態となるもの，日常的
には「無駄」な存在として扱われるような対象物を
「ひみつきちJ世界においては，特別の存在として
主題化するもの，と 4種の傾向が確認できる雰
囲気」についても，場所の「雰囲気」を「薄気味悪
いJ r得体が知れない」と感じることが「ひみつき
ち」の特性になることや r雰囲気」から「ひみつ
きちの様態」を「別世界」として定めたり，子ども
自身が「雰囲気」から「想像Jした世界を「ひみつ
きちJにしているものが多くみられる.
このように「ひみつきちの様態」を「ひみつきち」
事例の記述をもとに分類することでひみつきちj
が持つ独特の世界像が確認できる.まず「目的」項
目においては r秘密にするJr隠し事をするJr禁
止をやぶる」というように，日常世界から隠れるよ
うな別の世界を構築したり，禁止をやぶるというよ
うに日常世界から切断されることで，日常の世界か
ら接触できる別の世界を想定していることがわかる.
また「対象J項目においても rシンボル r珍し
さJ r宝物J r無駄Jと，日常では遭遇することの
できない特別な「対象」物を主題化したり，日常で
は「無駄j とされているものを「ひみつきち」世界
において特別な「象徴物Jとして主題化するなど，
非日常的な象徴や別世界を前提にすることで象徴の
機能を果たす対象物が主題となっている.言い換え
るならば，日常での「対象Jの意味が「ひみつきち」
においては全く別の「意味Jとして「理解Jされる
という特徴が見出せる.最後に「雰囲気」の項目に
おいても「薄気味悪い・得体が知れないJ r想像・
別世界」というように，これら「雰囲気」そのもの
が非日常の別世界を象徴していると言えるであろう.
結
以上のように rひみつきち遊び」事例文から，
その場所における「発見」から場所の特性を生かし
た「ひみつきちの様態」が決定されていることを確
認してきた.また 「ひみつきちの様態jを分類し，
その性質を分析することで「ひみつきち遊び」の特
211 
性である独特な世界観，つまり，日常の世界の中に
居ながらにして，別なる世界像を創造する「ひみつ
きち遊びj の特性を明らかにした.以上の考察から
も「ひみつきちの様態Jは，今後，子どもが「発見」
によって得る「世界理解」の重要な要因であること
が指摘できるであろう.
註】
1 )粟原知子，熊津栄二津幡町における子どもの遊び空間に
ついての一考察 1 J / ~日本建築学会北陸支部研究報告集 J ，
第43号， p・p.373'"'-'376，平成 12年7月津幡町における子
どもの遊び空間についての一考察 E 遊びの構造からみる
「場所」の意味についてJ/ ~日本建築学会北陸支部研究報告
集JI，第 44号， p.p.273 '"'-'276，平成 13年津幡町における
子どもの遊び空間についての一考察 m 遊びJにおける
「ひみつきち遊び」の有効性についてJ/ ~日本建築学会学術
講演梗概集建築計画 1JI ， p.p. 1089'"'-' 1090，平成 13年9月
2)津幡町は現在人口 8万人の中都市であり，石川県での平成
12年度人口増加率が最も高く，その発展が著しい.
3)遊びの型目的志向型の遊び」とは「ゲームJ遊び「つり」
に代表されるように達成感J r勝負に勝つJなど，遊びに
おける「目的Jが明確であるとともに，その「目的Jによって
遊びそのものや「対象物J (遊び道具)が決定されるタイプの
遊びのことである.r対象志向型の遊びJとは「人形遊びJr虫
草花遊び」に代表され人形J r自然物Jなどの「対象物」
を中心として「遊びjが決定されるものである. r目的かつ対
象志向型の遊びjとは「ご、っこ遊び」系の遊びが多く， r誰か
になりきる」という「目的Jとともにその「誰か」という人格
を「対象」として遊びが展開するもので， r目的志向型の遊びJ
と「対象志向型の遊び」の両者の特徴を併せ持っている. r非
志向型の遊びJは「ひみつきち遊びJ rおしゃべり」のことで
あり，特定の目的や対象を持たず，目的や対象が常に定まらな
い状態に留まっている遊びをいう.
4)安藤正紀子どもたちの秘密基地JI，平成3年，農山漁村
文化協会， 安藤は「自然遊び」をする子どもと「室内遊びJ
をする子どもの行動特徴を比較し秘密基地遊び」が生活
科の目指す，子どもが「自立への基礎を養うJ体験の契機と
なっていると考えた.よって社会科・生活科の授業に，友達
の秘密基地巡りや自分の秘密基地の紹介，生活科マップの作
成等を取り入れ，子どもが自然への興味を抱きやすくするこ
とや児童理解の基点となる生活科の重要性を指摘してきた.
尚，安藤は本文中で「秘密基地Jを「人には知られたくない
けど，ちょっと自慢したいような場所」と言い換えているが，
本研究での「ひみつきち遊び」の意と相違はないものと判断
する.
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